
「森林資源動向調査チーム」の検討結果について 

Ｈ２６．３ 

 

１ 調査チーム設置目的 

  道内の木材需要は、固定価格買取制度を活用した木質バイオマス発電の動きなどにより、需要

構造の急速な変化が想定され、森林資源の供給見通しなどを明らかにしていくことが求められて

いる。 

  このため、道庁・森林管理局、林業試験場の担当者で構成する「森林資源動向調査チーム」を

設置し、資源量等を検討した。 

 

 

２ 検討経過 

区分 時期 検討内容 

第１回打合せ 平成 25 年 3 月 13 日（水） 調査チーム設置、スケジュール、公表データの内容

第２回打合せ 平成 25 年 4 月 30 日（火） 試算方法・公表可能データの確認、情報交換 

第３回打合せ 平成 25 年 6 月 3 日（月） 推計値・試算方法について検討 

第４回打合せ 平成 25 年 8 月 7 日（水） 試算方法・数値データ・用語の定義について検討 

第５回打合せ 平成 25 年 12 月 3 日（火） 公表データ・試算方法の確認 

 

 

３ 調査チームの構成 

北海道森林管理局 

総務企画部 企画課 

計画保全部 計画課 

森林整備部 資源活用第一課 

森林整備部 資源活用第二課 

（独）北海道総合研究機構 森林研究本部林業試験場森林資源部 

北海道水産林務部 

林務局 林業木材課 

林務局 森林整備課 

森林環境局 道有林課 

森林環境局 森林活用課 

林務局 森林計画課（事務局） 

 

 

 



４ 検討結果資料 

資料内容 

資料１ 伐採計画量と林地未利用材発生量について 

 表１―森林蓄積の推移 

表２－伐採計画量の推移 

表３―林地未利用材発生量の推移 

資料２ 振興局別の林地未利用材発生量 

参考  北海道の森林資源量と林地未利用材発生量について（森林計画課作成） 

 

 

５ 検討結果 

 

 
○ 北海道の森林は、H24 から H25 にかけて約 1,500 万 m3 成長し、そのうち約 500 万 m3

が伐採されており、H24 末で約 7.5 億 m3 であった蓄積は、H44 末には約 9.6 憶 m3 に増加

するものと見込む。 

○ 未利用木材の定義は、人工林の主伐・間伐を実施した際に発生する林地未利用材（追い上げ

材、中抜き材、末木等の土場に集積される材、及び折損木等の土場に集積されない材）並びに

除伐により発生する未利用材で、枝葉を除いたものとした。 

○ 未利用木材発生量＝主間伐の伐採材積の 20％＋除伐の伐採材積の 100％ 

○ 未利用木材は H24 で約 111 万 m3 発生し、H34 で 126 万 m3、H44 で 141 万 m3 発生

するものと見込む。 

○ 未利用木材の搬出量を増加させるには、集約化、集材方法の工夫、路網整備等により林地未

利用木材を集積させ、搬出コスト低減につなげることが重要。 


